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三菱ふそう 

国内初・EVトラック電欠時の代替輸送補償付き保険提供に向け 

東京海上日動と保険契約を締結 
2022年 9月 15日 

 「eCanter」次世代モデル向けのフルカバーグリーンリース契約を対象 

 2023年春以降に提供開始予定 

 万が一の際の代替輸送補償でお客様のEVトラック導入をサポート 

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・デッペ

ン、以下「MFTBC」）は、EV(電気自動車)トラック向けの電池切れ(電欠)*時に代替輸送費用を補償

する保険プログラム(以下「本商品」)の提供に向け、東京海上日動火災保険株式会社(本社：東京

都千代田区、取締役社長：広瀬伸一、以下「東京海上日動」)と保険契約を締結しました。電欠時

の代替輸送費用の補償の提供は、乗用車向けも含めて国内初となります。 

*本商品では、電池残量が10%以下となった場合と定義 

 

本商品は、MFTBCが2023年春に発売予定の電気小型トラック「eCanter」次世代モデル向けにダ

イムラー・トラック・ファイナンシャルサービス・アジア株式会社(本社：東京都港区、代表取締役社

長：ハンス-ゲオルク・フォン・グンペンベーアグ、以下「DTFSA」)が提供するフルカバーサービスの

グリーンリース契約に加入いただいた、緑ナンバーの事業用車両が対象です。補償には、電欠だ

けでなく事故によって積載物の輸送が不可能となった場合も含まれます。それらの場合に、お客

様が「eCanter」によって本来運ぶはずだった積載物について、本商品が目的地までの代替輸送

費用をカバーします。補償期間は車両のリース契約期間となり、年に1度まで、最大5万円が補償

されます。 

 

本商品においては、マーシュ ジャパン株式会社(本社：東京都港区、代表取締役社長：中西主、

以下「マーシュ ジャパン」)が保険代理店として事故時のお客様との連絡や保険金請求手続き等

の各種サポートを行い、保険金は東京海上日動からお客様に支払われます。 

 

MFTBCは2017年に国内初の電気小型トラック「eCanter」を発売して以来、5年間の間に、お客様

から様々なフィードバックをいただいてきました。本商品は、充電インフラが十分でないことなどに

よる電欠への不安を払しょくし、EV トラック導入に際するお客様の懸念点を解決するものとして開

発されました。 

 

MFTBCは2023年春に予定している「eCanter」次世代モデルの発売に際し、EV トラックをお客様に

お使いいただくうえで必要不可欠な周辺要素を MFTBCの知見と経験でサポートし、お客様の EV

シフトを支援する包括的ソリューションプログラム「FUSO eモビリティソリューションズ」の展開を進

めており、本商品はその一部です。MFTBCは今後、「FUSO eモビリティソリューションズ」をさらに

充実させ、お客様の EV シフトの支援、ひいては社会全体の e モビリティの普及促進に貢献します。 
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「eCanter」次世代モデル(イメージ) 

 

以 上 

三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、ダイムラートラック社が 89.29％、三菱グループ各
社が 10.71％の株式を保有し、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。90年の長い歴史を持つ
FUSOブランドの、小型、中型、大型トラックやバス、産業用エンジンを含む製品を世界 170以上
の市場向けに開発・製造・販売しています。2017年、初の量産型電気小型トラック「eCanter」を市
場に導入し、2019年には、日本の商用車市場のベンチマークとなる、SAEレベル 2相当の高度運
転支援技術を搭載した大型トラック「Super Great」を商用車メーカーとして初めて日本に導入しまし
た。MFTBCは、ダイムラー・インディア・コマーシャル・ビークルズ社（DICV）とともにダイムラー・ト
ラック・アジアの一員として、製品開発、部品調達、生産などの分野で協力し、お客様に最高の価
値を提供しています。 

 

■電気小型トラック「eCanter」について 

今日の都市が抱える騒音や排出ガス、CO2低減の課題を解決する答えとして、MFTBCが開発し
た量産型電気小型トラックです。電動で駆動することで排出ガスが一切出ない「eCanter」は、従来
のディーゼル車と比較して騒音や振動も少ないため、都市内輸送のほか深夜早朝での輸送に適
しています。2017年の発売以来、これまで日本をはじめ、米国、欧州、オーストラリア、ニュージー
ランドで約 450台が導入され、累計走行距離はグローバルで 600万 km以上に到達しています。 

 

 


